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（１）市内循環バス実証運行事業

路線図（東町先廻）

◇運行期間 平成22年4月1日～平成23年3月31日
◇運行本数 16便/日 中心市街地の商店の営業時間帯（10時台～17時台）に運行
◇運賃 一律 1回180円
◇運行事業者 北海道中央バス空知事業部

路線図（西町先廻）

滝川市における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業２年目）滝川市における地域公共交通活性化・再生総合事業（計画事業２年目）
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増設実験バス停

待合スペース

実証運行便

◇バス停留所を３カ所増設
中心商店街エリアへのアクセス向上のため、ベルロード（東町先廻・西町先廻とも）、市役所
通（東町先廻）に３カ所バス停留所を増設
◇バス待合所を3カ所整備
中心商店街エリアでのバス待合環境向上のため、中心商店街の「コミュニティカフェた・べ
る」、「チャレンジショップふらっと」、「高林ビル」に待合所を整備
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利用実績・事業実施効果

◇H21年度とH22年度との比較が可能な10月～12月
をみると、 10月・11月の利用者数は昨年度とほぼ変
わらないが、12月の利用者数が大きく増加。１～３
月の利用者数に期待。
◇利用促進策と連動して実証運行を実施。
◇増設バス停留所やバス待合所の利用も増加。

収支

今後の課題

◇H22年度
算定期間：平成22年4月1日～

平成23年3月31日
運行便数：滝川市内線16便

（東町先廻8便、西町先廻8便）

科目 金額

運送収入 19,260,213

運行経費合計（税抜） 27,266,267

営業収支 ▲ 8,006,054

税抜き（単位：円）

※減価償却費、自動車税、保険料等は含まない。

◇収支の改善
・バス運行の経費節減、利用者増に向けた
取組の継続実施 など

◇地域との連携強化
・地域全体でバスを支える仕組みづくり
・住民のバス利用増に向けた取組
・地元関係機関との連携 など

◇バス利用促進策の継続実施
・バス乗車トクトクサービスカード、
地域懇談会、バスの乗り方教室など
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（２ー１）路線バスの利用促進策（バス乗車トクトクサービスカード）

バス乗車トクトクサービスカード

PRチラシ

運賃箱ヨコにカード設置。
降車時に、１人１枚
受け取る。

◇実施期間 平成22年4月1日～平成23年3月31日
◇取扱店数 28店（平成22年11月1日現在）

取扱店表示ステッカー

中心商店街の取扱店で、
カードと引き換えに特
典・サービスを提供

サービス取扱店の案内
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（２ー２）路線バスの利用促進策（バスの乗り方教室）

授業風景

スライド学習資料（バスの乗り方ガイド）

◇実施対象 滝川第一小学校2年生 44名 江部乙小学校2年生 23名
◇実施日時 平成22年10月6日

報道

平成22年10月7日（木）北海道新聞スライド学習 バス乗車体験
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（２ー３）路線バスの利用促進策（地域懇談会）

◇実施対象 二黄クラブ：４４名
中島・啓南地区連合町内会、滝新連合会、南地区町内会連合会：２０名

◇実施日時 平成２２年１１月８日（月）１０：１５～１１：００（於：二黄会館）
平成２２年１１月１９日（金）１８：００～１９：３０（於：道営住宅３号棟集会室）

地域懇談会の様子

11/8二黄クラブ 11/19啓南・中島地区連合町内会 他

報道 平成22年11月23日（金）プレス空知
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（３）路線バス・乗合タクシー連携事業（花めぐり乗合タクシー）

臨時循環バスの運行

運行ルート

◇運行期間 平成22年6月6日（日）菜の花まつり開催日の1日
◇運行区間 「滝川市農村環境改善センター」 ～ 「滝川市丸加高原伝習館」間
◇運行本数 10便運行（30分間隔）
◇運賃 無料（貸切バス2台で対応）
◇運行事業者 たきかわ観光協会

 

     道の
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乗合タクシーの運行

運行ルート チケット ＰＲチラシ

◇運行期間 平成22年5月28日（金）～平成22年6月13日（日） 17日間
◇運行区間 道の駅たきかわを起点に1時間程度で菜の花畑を巡る

3～5箇所の菜の花の見所を停留所として選定し、各停留所を巡りながら運行
◇運行本数 平日：7便（ジャンボタクシー2台）、休日：12便（ジャンボタクシー3台）
◇運賃 乗合タクシー専用：500円、路線バス・乗合タクシーセット：1,100円（小人820円）
◇運行事業者 空知地区ハイヤー協会（市内5社）

※5月29・30日、菜種搾油を見学するコースで運行
◇運行本数 9便（ジャンボタクシー3台）
◇運賃 乗合タクシー専用：800円、路線バス・乗合タクシーセット：1,400円（小人1,120円）

停留所 ヘッドレスト用広告

運行ルート（搾油見学コース）
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利用実績・事業実施効果

◇H22年度の菜の花タクシーの利用者数は、H21年
度と比較して2倍以上増加。

◇毎年場所が変わる菜の花畑のいちばんの見所を案内
できるため、利用者から好評。
◇タクシー乗務員による菜の花観光の様々なPRの実施
等により、観光全般にも波及効果。

収支

◇H22年度
算定期間：平成22年5月29日～

平成22年6月13日（計17日間）

科目 金額
運送収入 617,600
運行経費合計（税抜） 1,785,040
営業収支 ▲ 1,167,440

今後の課題

◇収支の改善
・運賃の見直し、付加価値の向上
・運賃を値上げした場合の料金抵抗緩和策 など

◇菜の花観光全体との一体的な取組
・市内で実施される「菜の花まつり」との連携
・関係機関全体で菜の花観光に取り組む体制づくり
・菜の花観光全体の中の交通プロジェクトとして位置
づけ、一体的な運営・収支管理

税込（単位：円）

菜の花まつり実行委員会

ナタネ生産組合、JA
たきかわ、観光協会、
市役所など
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菜の花観光
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ボランティア
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商工会議所

関係機関全体で

菜の花観光に取り

組む体制づくり

地元
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体制イメージ

【利用実績】
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自己評価のポイント

二次評価のポイント

・循環バス実証運行について、買い物を目的としたバス
利用促進や商店街との連携など中心市街地活性化の
ため適切な事業である。

・乗合タクシーについて、観光への波及効果も認められ
ることから、適切な事業と評価する。

・本格実施に向けて、一層の利用拡大に向けた取り組
みや収入率向上が課題と考えている。

・自己評価のとおり。

・自立性・持続性を考慮し、財源確保に向けた検討、地域
のニーズを踏まえた取り組みを期待する。
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